
9/2（木）22-23時
ルーム名：🌍「古民家大学」共和国🌍#6
～重伝建保存地区から考える残したい町並み継承と生き方

このルームでは、広く築50年超以上の日本の伝統的家屋である古民家が、孤立した形や
精々2.3軒連続しての「点や線」ではなく、奇跡的に「面」の規模として残っている文
化庁認定の「重要伝統的建造物群保存地区（以後「重伝建保存地区」と呼称）」が、全
国43道府県101市町村123地区（令和2年12月現在）があるのに鑑み、そこを立ち位置に、
多様な「古民家」のリアルな最新情報の共有と意見交換・対話を程度の差こそあるもの
の関心ある皆様と、楽しく一緒に創って学んで価値形成していく古代ギリシャのアゴラ
（開かれた公共広場）のような存在を目指したいと考えます。

12世紀、欧州のルネサンス期以降に生まれたパリ大学等の大学の起源はこの古代ギリ
シャのアゴラにあり、古民家再生に関する「理論（＝研究）と実践」を進めようと、
ルーム名を「古民家大学」共和国といたしました。

今回は、孤立した古民家と百戸単位で面として形成している重伝建保存地区の間になる
十軒程度の規模である三重県伊勢市の「河崎地区」さんをレポートし、議論することに
いたしました。

尚、ルームは当面、古民家で最も大事な構成要素である「木」に因み、毎週木曜日
（午後10時～11時）に設定いたします。
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【伊勢河崎商人館～伊勢市河崎２丁目界隈の散歩道】
江戸時代から300年余りの歴史がある老舗の酒問屋「小川酒店」で、600坪
の敷地に7つの蔵と母屋等があり、国の登録有形文化財にも登録。そのほ
かにも京都裏千家の今日庵の写しのお茶室のほか、2か所の展示室やイベ
ントを行う角吾座と川沿いの店舗が入る商人蔵3棟などがあります。
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【伊勢河崎商人館】
左は、事務所。右は、正門。近隣に１０軒ほど、古民家が現存していま
す。
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【今日の結論】
「重伝建保存地区」が政令指定都市なら、十軒程度の古民家群は、「中核都市」というところか。
全国にあるこの規模の古民家群を守り手を入れ継承することが、市民に古民家の良さや親し
みやすさを身近に感じていただく、大きなきっかけになるのではと考えた。河崎商人館は、市
民による保存活用の要望を受け、伊勢市が土地を購入、寄贈された建物を修復整備し、伊勢
河崎の歴史文化交流拠点として、再生した施設だった。


